
箆
空
間
副
腎
少
時
議
@
市
教
護
ι

平
塚
口

i
タ
リ
J
1
グ

ラ
ブ
は
二
万
一
一
一
沼
午
後
}
一
時
か
ら
回
目
的
自
体
宵
鱗
に

市
内
疲
伎
の
中
学
一
一
年
生
会
顔
二
千
五
箇
名
を
あ
つ

め
、
そ
の
能
強
夜
祝
簿
、
激
高
制
ナ
る
十
磁
オ
立
盟
甘
式

を
単
行
、
社
会
γ
人
と
し
て
の
自
覚
e

立
滋
・
抽
出
掛
脱
出
削

}一一つの

g
綴
支
郡
し
、
あ
ら
た
な
決
慈
争
議
申
串
仇
し

た。

ζ
の
十
沼
一
才
立
饗
式
は
あ
た
ら
し
い
間
出
抽
出
と
時
間

式
を
も
っ
務
代
む
一
沌
凝
式
と
も
い
う
べ
習
も
の
で
、

品
諮
問
問
に
も
め
ず
ら
し
く
各
新
同
開
放
を
は
ひ
め
、
東

南
郡
波
送
宇
レ
ピ
ハ
T
3
8
U
も
取
材
、
欄
噛
波
に
の
む

ま
し
た
a

体
湾
総
を

5
め
る
寧
列
挙
に
対
し
て
、
出

i
タ
ワ
ー

ク
ラ
ブ
品
川
援
の
作
家
路
島
孝
一
一
一
氏
と
加
藤
市
設
が
祝

い
む
こ
と
ば
を
布
く
れ
ν
、
広
勝
中
渡
辺
俊
一
君
、
調
骨

門
村
野
中
山
口
簿
窓
、
大
瞬
間
中
網
野
双
子
ざ
ん
、

金
旭
中
白
石
岡
明
暗
闘
さ
ん
が
、
余
十
殴
才
宇
吊
開
設
し
て

ち
か
い
骨
@
べ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
瑠
芳
成
丈
日
酬
が

欝
談
、
思
本
レ
ス
η
J
Yグ
協
ム
副
長
八
問
問
〕
相
即
応
が
体

験
鋭
、
羽
田
岡
轡
ご
民
揺
揮
の
繍
}
路
市
構
内
山
開
時
間
W

抽出陣

が
、
沼
潔
。
相
聞
の
タ
鍛
え
e

マ
イ
ア
ミ
ピ
ー
チ
ル
ン

パ
議
ど
八
践
を
瀦
努
は
な
む
け
と
乙
ま
し
た
。
径

十
四
オ
法
務
認
は
、
仏
叫
防
法
人
怒
耳
笈
端
科
家
縮
会
が

昨
昨
年
発
行
し
た
小
様
子
「
十
銭
才
立
饗
翁
い
の
な
か

の
鑓
騒
が
蝉
開
援
に
あ
る
、
と
主
縁
者
は
説
明
レ
て
い

ま
ナ
@

と

機
一
一
十
療
を
務
レ
て
成
人
式
が
会
留
に
行

設
わ
れ
て
曹
た
。
し
か
し
、
わ
た
し
た
ち
は
、
そ
れ

よ
哲
も
な
持
若
い
年
告
に
対
し
て
も
、
そ
の
年
令
に

ふ
さ
わ
レ
い
由
出
掛
胞
を
阜
く
よ
哲
持
た
せ
る
必
裂
が
あ

る
の
で
は
放
い
か
。
そ
C
と
と
を
知
っ
て
い
た
先
人

た
ち
の
賂
達
、
予
選
参
事
よ
お
し
て
曹
た

が
、
そ
れ
は
明
治
縫
新
と
と
も
に
相
掃
滅
し
て
し
ま
っ

た
e
わ
た
し
た
ち
は
、

ζ
と
お
新
レ
い
問
中
伊
乙
機
式

を
も
っ
務
代
の
元
町
盗
品
と
も
い
う
ペ
者
「
十
問
問
オ
立

響
式
い
争
率
げ
る
こ
と
を
摘
出
糧
し
、
時
国
民
C
叩
商
議
を

簿
て
、
広
く
沼
間
四
の
年
中
行
事
と
し
た
い
喫

i
絞
ら

は
義
務
教
習
の
畿
終
の
年
で
あ
れ
ν
、
あ
る
者
は
努
一
社

会
に
山
田
ゑ
ま
ん
で
あ
る
。
そ
し
γ
九
社
会
的
に
も
自
己

の
行
動
に
繁
援
の
か
か
る
年
A
W
で
あ
る
。
精
神
的
に

も
、
廃
体
抽
出
に
も
も
っ
と
も
麗
警
な
み
汁
戸
の
出
発
点

に
当
る
年
告
で
あ
る
;
!
と
の
年
に
あ
た
る
少
年
少

女
の
た
申
に
、
開
明
る
い
祝
祭
噌
も
よ
お
し
、
そ
の
前

識
を
祝
磁
し
は
げ
ま
し
て
や
り
た
い
の
で
あ
る
。
」

と
の
べ
て
い
ま
す
a
×
 

い詔ち

x 

同
国
住
抑
制
青
少
年
授
は
、
一
月
二
十
し
寸
二
日
市
庁
舎
第
一

隊
出
世
襲
夜
、
成
人
式
を
む
か
え
た
男
女
九
人
を
綴

君
、
加
綴
市
償
問
、
作
家
戸
川
貞
雄
氏
、
作
家
路
臨
調
翠

二
市
山
一
考
紛
替
者
と
し
て
、
密
談
合
「
は
た
ち
の
脅
慈

愛
知
た
る
つ
ど
い
い
を
綴
し
ま
し
た
@
話
題
は
、
青

年
は
い
か
に
生
く
パ
脅
か
、
将
来
へ
の
骨

g
e
潜
在

の
社
会
委
主
脅
か
ん
る
か
な
ど
が
や
タ
涯
担
、
な

ど
や
か
に
輿
牒
深
い
対
話
が
統
曹
ま
し
た
g

こ
の

g

勧
審
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
色
紙
に
櫨
離
を
は
こ
び
臨
議
会

に
出
事
νた
鋳
窓
に
稽
り
ま
し
た
。
陣
議
会
的
街
録

は
、
来
月
広
報
紙
上
に
掲
載
の
予
定
で
ナ
e
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らヵ山
一
神
奈
川
雲
安
委
員
虫
は
、
一
月
末
一
平
塚
替
警
町
議
室
と
、
こ
の
地

消
一
平
塚
紋
前
的
国
道
一
号
制
夜
澄
点
に
六
一
点
的
自
動
車
交
涌
舷
は
、
多
い
と
君
で

引
け
一
段
階
に
か
わ
る
制
緩
な
自
動
揺
号
機
を
一
償
還
一
号
闘
が
コ
労
回

t
五
千
台
、
八

一
日
一
殴
り
つ
け
ま
し
た
。
こ
の
地
点
に
、
閉
山
一
王
子
へ
ぬ
け
る
副
週
一
一
一
九
号
線
も
ほ

か
一
道
一
二
九
号
線
引
終
点
が
あ
る
ほ
か
、
一
法
同
程
度
と
い
わ
れ
、
駅
前
交
差
点
は

は
一
ナ
こ
し
づ
っ
の
関
係
電
お
い
て
悶
浮
木
一
七
万
台
ち
か
い
車
が
流
れ
る
状
線
と
な

釧
…
県
道
・
八
係
大
門
滋
り
四
ツ
角
が
あ
る
一
哲
、
と
れ
に
開
閉
タ
内
一
ブ
ッ
シ
ュ
時
に
は

f

一
た
め
百
、
全
面
的
も
め
一
ず
ら
し
い
信
号
一
日
前
勤
者

ω歩
行
も
震
な
っ
て
、
受
河
鍛

一
機
と
い
わ
れ
ま
ナ
。
こ
の
た
め
、
務
行
一
の
度
合
い
hr
渓
申
一
工
い
ま
し
た
。
こ
の

一
者
の
な
か
に
は
、
歩
道
信
号
が
涼
で
あ
一
た
め
、
今
度
ル
制
限
し
た
銭
高
す
で
は
、
①

一
っ
て
も
、
信
号
が
政
障
し
て
い
る
の
で
一
車
の
ス
ム
ー
ズ
な
流
れ
常
議
保
ナ
る
こ

コ

一

は

な

い

か

と

し

L
繊
断
を
強
行
す
る
人
一
と
に
大
き
な
ね
ら
れ
が
お
か
れ
、
②
γ
由

利
一
が
出
た
り
し
て
、
一
時
苛
干
の
国
乱
一
三
わ
せ
て
砦
行
者
の
安
之
誌
保
す
る
と

上
九
、
裕
氏
一
出
し
た
ほ
ど
で
ナ
。
一
さ
れ
て
い
ま
ナ
。

・

さ

ん

、

原

一

!

j

i

l

l

一
軍
一
請
の
上
品
輔
が
と
ま
っ

氏

一

一

酬

と

一

一

剤

一

三

月

六

門

出

に

防

火

一

て

ど

し

も

、

下

り

模

t
、
思
議
一
一
一
九

η
一

一

一

t

，
t
一
号
網
か
ら
流
れ
込
む
取
輔
が
走
っ
て
い

U
消
防
本
部
は
霊
翌
日
、
市
庁
舎
一
童
書
、
話
襲
撃
太
郎
、
一
五
平
憲
章
語
大
域
型
氏
一
泊
者
)
・

5
部
長
波
腹
話
、
話
一

2
i
j
f

一
る
時
間
が
あ
り
、
こ
の
と
哲
歩
行
者
の

れ
に
壁
ナ
る
江
胸
中
学
校
校
庭
応
、
消
一
議
長
水
島
書
、
読
書
室
一

d
一

年

襲

撃

さ

ん

・

喜

ニ

長

寺

島

。

一

議

事

サ

イ

レ

ン

使

う

夜

慨

に

信

号

無

事

ナ

る

人

が

あ

っ

て

員

一

一

ド

一

が

3

;

一

一

危

議

さ

れ

と

い

ま

ナ

。

議

事

道

は

劃
聖
子
一
一
転
主
器
護
憲
っ
一
目
減
量
妻
、
謀
議
題
了
一
一
沢
久
美
子
充
実
災
量
規
一
韓
日
本
器
協
章
表
宮
〔
=
↓
十
年
以
一
謀
本
昔
、
春
の
火
災
予
防
章
一
霊
長
六
段
階
に
か
わ
っ
て
い
く
一
分

抗
議
妨
初
出
式
事
行
し
ま
し
た
。
式
一
潟
、
器
禁
喜
一
一
子
宮
同
一
費
、
適
切
な
詰
で
被
害
事
一
品
税

γ
主
翼
聖
書
、
一
の
ほ
引
の

E
っ

Eて
、
話
臨
一
十
八
秒
詰
に
十
秒
つ
つ
雪
昔
、

川
問
題
牒
市
長
の
誌
に
続
い
て
壁
一
橋
久
治
、

2
回
日
竹
内
語
、

3
回
一
波
に
く
い
と
め
た
)
。
一
醸
神
奈
川
禦
消
防
署
長
功
裏
竺
会
平
塚
支
部
と
益
、
二
月
六
月
下
後
一
こ
の
と
苦
言
、
室
主
行
事
窃

濯
消
防
賢
一
王
名
の
ほ
か
、
消
防
協
一
言
川
区
、

4
田
口
杉
山
竺
、
一
系
雲
所
七
一
一
む
襲
警
生
本
部
書
室
主
司
法
皇
一
時
宮
、
広
報
車
と
消
防
売
台
一
先
さ
れ
る
し
く
み
で
ナ
。

良
力
者
と
し
て
露
目
名
義
ぞ
ま
し
一
品
川
書
号
、

9
宮
内
需
一
意
芳
長
ハ
火
災
重
喜
弘
、
一
横
山
問
。
ー
「
一
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
な
行
な
い
ま
で
一
信
号
無
理
、
事
だ
け
で
な
く
、

優
た
。
翼
彩
震
の
と
お
り
。
敬
称
略
一
線
、
連
日
原
田
久
旬
、
首
ハ
縦
一
消
防
に
協
力
し
た
)
。
一
蹴
神
祭
川
県
知
事
言
。
一
ア
以
リ
一
ず
l
ド
は
、
市
内
一
円
の
ほ
か
、
大
一
歩
行
者
に
つ
い
て
も
危
険
で
あ
り
、
ゅ

鶴
市
長
表
彰
を
受
け
た
優
書
簡
畏
一
里
、
口
問
伊
藤
室
、
尚
昆
マ
市
内
最
一
一
七
一
一
一
会
社
口
・
星
第

γ喜
望
書
愛
吉
野
ニ
一
宮
町
の
一
部
に
わ
た
る
混
一
る
さ
れ
な
い
こ
と
で
ナ
。
い
か
に
引
が

袋

定

員

一

き

一

言

司

、

日

猪

俣

均

一

郁

霊

安

室

長

崎

被

一

札

紅

白

問

状

ハ

十

年

手

話

一

に

火

災

予

防

者

呼

び

か

け

よ

う

と

い

う

一

詰

器

開

誌

H

8
分
留
控
訴
桜
瓶
一
、
暗
部
長
古
川
一
留
協
力
者
と
し
て
姐
一
筈
者
一
最
少
限
に
く
い
と
め
た
U

。
一
選
邸
者
)
-
1品
一

も

の

。

当

日

参

加

各

消

紡

璃

叶

窓

富
久
、

7
部
長
鼠
町
田
厳
、
口
部
長
一
た
人
〈
煩
不
問
〉
一
揚
消
防
庁
間
宮
官
報
償
ハ
十
五
年
勤
続
選
一
ほ
か
一
一
千
一
名
。
一
も
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。
ぃ
。

第160号〈第3額郵便物認可〉カ、? 

こ
の
火
災
予
妨
滋
動
に
は
い
る
に
あ
一
減
少
の
鱗
向
者
強
め
た
い
」
と
の
態
度
一
和
五
い
は
大
火
災
の
危
倹
の
な
か
に
お
一
強
く
決
議
ナ
ペ
曹
で
ナ
。

た
っ
て
、
消
防
詠
部
は
「
年
々
上
昇
傾
一
を
義
務
し
て
い
ま
す
。
一
か
れ
て
い
る
点
を
深
く
認
識
し
、
入
ど
一
×

向
に
あ
っ
て
一
昨
年
首
件
の
大
台
に
の
一
こ
こ
の
と
こ
ろ
、
連
日
火
災
一
気
象
週
一
と
と
し
な
い
火
災
予
防
溜
動
の
園
出
向
聞
を
一
火
災
予
紡
運
動
に
あ
た
っ
て
、
判
明
紡

せ
た
市
内
の
火
災
発
信
件
数
は
、
件
一
ニ
一
報
の
発
令
含
み
て
い
る
よ
う
に
、
二
月
一

十
九
年
ふ
た
た
び
百
件
合
割
っ
て
八
十
一
か
ら
一
一
割
け
に
か
け
て
は
、

ζ
と
に
空
気
一

一
一
夜
け
と
な
担
、
損
響
額
も
一
一
平
i
八
年
の
一
の
乾
鎚
戸
惑
い
撞
儲
品
が
吹
く
態
品
開
件
一

回
平
七
百
万
円
台
か
ら
昨
年
は
一
一
山
千
五
一
が
強
ま
フ
て
、
大
火
災
が
発
去
し
ゃ
ナ
一

百
円
台
に
下
降
し
た
。
泣
帯
増
や
妨
火
一
い
祭
節
と
な
っ
て
い
ま
ナ
。
一
般
家
路
一

上
諸
国
換
な
物
の
一
猶
加
に
逆
応
例
し
て
、
一
の
立
ち
入
り
検
査
は
、
ニ
月
二
十
八
沼
一

発
生
件
数
が
大
吉
え
減
っ
た
こ
と
は
、
一
か
ら
消
紡
間
帯
揮
と
消
防
団
員
を
動
鼠
し
一

撃
火
思
想
と
防
火
措
憶
の
普
及
笠
郡
ナ
一
て
行
な
い
ま
す
が
、
立
ち
入
り
検
査
を
一

も
の
と
と
れ
る
」
と
し
「
今
綴
火
災
予
一
ま
つ
ま
で
も
な
く
、
各
家
践
で
、
台
所
一

防
溜
溺
宇
通
じ
て
、
さ
ら
に
予
開
明
治
澄

7
ふ
ろ
場
・
喝
気
制
幌
な
ど
火
気
を
健
一

#
強
似
し
、
市
民
の
紡
火
に
対
ナ
る
よ
一
う
務
所
宇
湾
点
検
し
、
資
金
的
協
同
保
に
一

り
深
い
投
窓
を
呼
び
お
こ
1
U
て
、
出
火
一
つ
と
め
て
く
だ
さ
い
e

い
ま
、
私
た
ち
一

若宮和40年 2月15S 
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均雪量iHi2552喜ZES与野232民話;
品よれれま21ヂ!?12I裏口?2空襲書房王子
i!?iiiiiHjiiiZ151!??ii 

宅の火に宍 E立と使の笠給

iiii持?fi号潜
元主綴-(7.i /，、滋止法日量コナや

ii詰??雪i;!?!
?3 3容量 喜久ZZ
喜三義号長三Z長3そ宗努語

j1ifiiii器iji
民事322立母虫
色号22時怜暴言足
ZTd左翼電話守 高宮室

駅
前
に
ふ
ハ
段
構

に
か
わ
る

七
万
台
の
撃
の
流
れ
さ
ば
く

四ツ角についた億導機

お子さんの教11について悩みをわも九の
万勉強/しつけ/情物/短時 /.ifV手む
どなんでもご打11実によおじ会 !'h之本J時
ただ〈ほか、~I!: il，百ー子紙でも :tっニソ 4
"，僻:料叫市民入

場所持率草壁市教育研究所

了証 L • (21) 1 3 5 0 
平塚新翁149/:.工務中震繰り

10. 

背少年内欲求不満/非行化的問題に関する専
門の窓口です。脅少年昔若君自身内悩みや訴え
を間〈ほか、父兄円相3談にも応、じます。教育
精神衛生・職場・労働・非行・家族関係・人
生相談事余暇利用などの各部門に18人的専F守
家をそろえて利用をお待ちします。語j接.t品
目長・乎紙.m言語・紙上などいかなる方法でも
可。青少年諜へ・ー

畏
(市役所n諸・T乞し (22)-1700) 

青少年相藤
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盤
の
パ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
間
の
反

省
品
は
、
一
{
月
二
土
ハ
日
ひ
ら
嘗

今
後
の
補
噂
対
簡
を
検
射
レ
た
。
反

省
の
同
盟
国
聞
は
次
の
弱
点
で
あ
る
。

組
環
境
・
喫
茶
績
が
多
い
が
、
青
少

年
が
た
む
ろ
ナ
の
は
そ
の
な
か
で

も
う
す
踏
い
、
日
に
つ
曹
に
く
い
す

み
の
方
で
あ
っ
た
.
映
酎
制
緩
で
は
こ

帥
間
後
間
即
席
が
任
鎖
的
に
多
く
、
デ
パ

ー
ト
で
は
園
出
之
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

喫
煙
・
不
良
交
友
・
怠
業
慈
寸
が
酌

だ

っ

毛

一

市

内

各

地

で

露
療
に
議
ま
れ
る
点
・
幼
少
の
予
を
一
成
人
式

つ
れ
て
パ
チ
ン
コ
に
熱
中
し
て
い
る
一

究
母
4
f
み
た
が
、
照
条
例
に
議
且
ナ
一
ニ
千
九
日
間
人
に
メ
ッ
セ
ー
ジ

ス
ゼ
行
為
で
あ
る
a

子
供
の
霊
童
一
一
月
十
五
長
人
の
臼
に
、
需
で

友
関
係
に
気
を
つ
け
、
件
出
先
・
精
一
は
一
一
一
手
九
百
七
十
名
の
は
た
ち
に
な
っ

宅
時
開
設
と
の
確
認
を
す
べ
嘗
だ
q

一
た
一
男
女
が
祝
磁
を
受
け
ま
し
た
。
こ
の

頚
感
想
ハ
初
参
加
し
た
砕
年
繍
導
員
一
臼
市
役
所
で
は
、
「
祝
成
人
の
臼
い
の

の
感
じ
た
こ
と
V

・
早
嫁
の
夜
、
紅
一
ア
ド
バ
ル
ー
ン
を
あ
げ
、
市
長
か
ら
は

(
合
街
の
人
畿
、
パ
チ
ン
コ
債
な
ど
に
一
刻
渓
の
「
祝
い
の
こ
と
ば
」
争
各
人

警
さ
え
感
じ
た
。
費
、
子
喜
一
ぁ

E替
、
会
議
室
長
た
ち
の
男

一
京
織
員
五
十
名
を
あ
っ
申
て
成
人
式
を

た
ち
の
遊
ぶ
町
の
様
子
を
あ
ま
り
こ
一t
一
単
行
、
二
十
二
習
に
は
市
長
応
接
室
で

量
七
十
事
ン
十
秀
人
分
量
一
円
清
掃
脚
白
書
、
一
披
露
五
一
「
は
た
ち
の
青
春
を
墨
田
三
陸
秘
書

一

一

ひ

ら

く

な

ど

一

速

の

行

撃

を

行

な

い

ま

の
能
力
を
も
っ
大
神
し
尿
じ
ん
か
い
処
一
て
る
臼
用
品
の
な
か
に
は
泡
換
な
も
一

一

一

し

た

。

こ

の

ほ

か

、

市

内

各

地

区

で

成

癒
揚
の
と
み
焼
却
施
設
が
完
成
し
て
こ
の
が
多
い
。
と
く
に
、
ガ
ス
ラ
イ
タ
一

一

一

人

式

平

成

人

の

つ

ど

い

が

ひ

ら

か

れ

ま

年
、
と
み
奴
鏡
は
ま
っ
た
く
軌
道
に
一
ー
の
ボ
ン
ベ
、
〈
ヤ
i
-
ス
プ
レ
ー
一
し
た
。

叩
令
官
、
現
在
収
集
車
二
十
台
、
清
掃
作
一
の
あ
脅
か
ん
、
撃
事
ボ
ン
三
重
量
の
ま
と
め
た
患
に
よ
る

〉
童
五
十
九
名
、
逮
転
手
二
十
一
名
で
一
点
、
そ
の
ま
ま
捨
て
る
と
淑
築
作
一
と
、
属
人
式
事
内
十
一
一
震
で
行
な

お
連
日
大
口
も
ふ
く
捨
て
五
十
ト
ン
、
平
一
業
中
に
嬢
第
し
あ
ぶ
な
い
。
先
日
も
一
わ
れ
、
該
当
者
の
う
ち
平
均
五

σパ
l

求
均
十
万
人
分
、
一
芳
二
重
帯
の
収
集
一

ζ
の
燦
第
に
よ
っ
て
襲
撃
選
言
、
官
が
と
在
室
し
た
と
い
わ
れ

目
処
裂
を
行
な
っ
て
い
ま
ナ
。
菜
、
と
し
た
。
ボ
ン
議
員
雲
、
み
え
ま
す
。
襲
の
か
た
ち
で
は
式
典
と
跨

ブ
れ
に
鼠
ね
て
も
え
な
い
と
み
の
第
一
つ
に
切
断
す
る
か
、
警
あ
け
て
お
官
会
レ
夕
日
エ

1
シ
ヨ
ン
を
あ
わ
せ
て

協
処
理
も
量
子
下
ン
の
誌
で
よ
い
で
い
た
だ
く
と
ζ
の
よ
う
な
事
政
一
日
開
封
伝
校
時
一
十
時
的

で
菱
重
要
に
行
表
、
環
境
整
一
ま
せ
げ
る
。
ご
み
の
収
集
・
焼
却
一
級
A
主

主

主

1
シ
ヨ
ン
の
み
、
式

γ
に
大
差
努
力
童
相
て
い
ま
す
。
一
な
ど
の
作
業
が
、
安
章
、
撃
的
典
と
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
式
典
と
譲

緯
溺
し
か
し
、

ζ
の
広
範
な
作
饗
盤
骨
あ
一
に
行
な
え
る
よ
う
、
ぜ
ひ
、
協
力
を
一
会
設
紘
告
さ
せ
た
と
こ
ろ
な
ど
各
一
地

弘
司
か
え
て
手
い
っ
ぱ
い
の
運
舘
を
行
本
一
得
た
い
。
一
民
で
、
成
人
式
、
成
人
の
つ
ど
い
、
は

い
し
っ
て
い
る
た
培
、
各
家
即
時
の
さ
さ
や
か
一
×
一
た
ち
の
つ
ど
い
な
ど
の
名
称
が
使
わ
れ

霞
F

な
不
注
麗
も
、
清
掃
作
業
金
孫
に
、
議
一
も
え
な
い
ど
み
の
持
ち
出
し
に
乱
民
一
た
と
い
う
こ
と
で
す
a

閉
鎖
地
区
は
、

砦
哨
件
に
大
吉
な
影
響
を
出
ず
ζ
と
が
あ
D
一
が
見
え
ま
ナ
。
も
え
な
い
と
み
の
収
鋒
一
市
街
地
で
一
一
「
そ
の
他
の
地
区
十
と

ー
収
集
作
業
安
て
ぎ
わ
よ
く
行
な
う
た
め
言
一
回
、
持
ち
出
し
は
そ
の
前
日
の
一
な
っ
て
い
ま
ナ
。
露
地
区
次
の
と
お

手
e

に
は
、
各
家
庭
に
も
親
身
な
協
力
が
笠
夕
方
か
当
日
八
時
一
一
一
十
分
ま
で
に
行
な
一
宮

請
さ
れ
る
と
と
ろ
で
、
そ
の
ひ
と
つ
と
一
う
の
が
鼠
織
。
実
際
は
、
上
の
写
真
の
一
品
開
両
陣
地
区
、
議
士
見
地
区
、
明
石
町

し
て
、
諸
問
州
議
で
は
、
ぽ
ス
ボ
ン
ベ
の
一
よ
う
に
、
集
積
場
所
に
、
か
ま
わ
ず
随
一
会
、
沼
地
区
、
金
民
地
区
、
神
鴎
地

姶
主
主
、
当
閣
議
が
の
ぞ
ま
た
く
不
信
夫
が
い
ま
す
正
響
。
一
広
域
島
昔
、
大
努
均
の
5
ち

る
と
し
て
、
践
患
を
出
し
て
い
ま
ず
a

一

一

事

十

雨

期

中

間

制

@

中

鼠

・

湾

¥

蜜

一

一

旬

、

偶

街

地

区

。

Z
S
E
a
-
$
E
F亀
g£
1・
3
d
p
z
a
3
9忌
也

E49
‘宅
8
9
・ミミ
4
2昼寝
B
e
a
t
-
e
z
a包
a
釜一
-ES2-aτaF主宰一
Z
Z宅s
e
&律
事
多

e
b
E
e
a
a胃
a
i唱
zaz-SEra竜一
-a一E
ミ
S
F
&包
zae
三宅一
s
・a
・-ar怠
gEggs-art篭
S
s
-
t
d一一rag--a孝
弘
-ze昌弘章一蓄を-遅d語語逼曇sFFFF一rrzzE-5z一zz志
.ム

E毛
.z-正-££az一FE‘‘-

三

を

A

金公

要

語

祉

事

務

所

ャ

、

市

内

九

保

一

れ

ま

す

・

一

マ

保

荷

量

器

、

マ

収

入

状

況

を

一

関

震

の

保

護

寝

室

員

語

的

入

管

一

一

憲

一

十

九

号

襲

一

言

誤

蓄

の

そ

も

長

芋

証

明

言

患

の

一

主

富

市

民

一

v自
重

量

震

男

事

中
子
。
四
月
入
学
期
を
辺
号
、
保
一
る
た
め
傑
商
が
で
き
な
い
と
き
、
②
一
税
制
定
資
産
税
の
器
類
撃
た
一
う
ち
乳
児
玉
名
〉
、

?
E神

高
胤
二
百
七
十
名
が
一
年
苦
な
る
一
襲
襲
撃
の
ほ
か
に
蓄
を
十
五
議
華
街
阪
、
給
与
所
得
意
工
一
一
保
育
所
八
十
五
名
門
十
一

ε、

ほ

か

、

豊

富

書

演

(
E九
十
一
た
毒
事
十
分
で
吉
本
い
と
吉
、
一
十
九
重
襲
撃
謀
、
事
務
所
得
一

E
童
書
所
六
十
名
針
ハ
名
〉

第 159号

部青少年採は、青少年非行の摺

鼠された織宋の12月、地区指
ロール強

;f2発見と
篠導を行ない、 186人を補導じ
発表しました。

諸
表
で
は
、
補
噂
し
た
者
の
過
半
数

が
学
3
d
cあ
っ
た
、
脊
少
年
の
た
め
の

施
詩
か
あ
ま
り
に
も
な
く
対
照
的
に
お

と
な
本
怠
の
場
所
が
多
い
、
開
閉
導
青
少

年
の
一
一
十
九
・
沼
パ
ー
セ
ン
ト
は
競
り
渇

は
い
か
い
で
あ
っ
た
、
な
ど
の
点
を
強

調
し
て
い
ま
ナ
。

ζ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
に

初
参
加
の
少
年
一
指
導
H
H
の
申
し
入
れ
に

よ
っ
て
器
用
少
年
間
酬
は
、
今
後
、
街
鼠
稽

醐
唱
の
実
施
思
紋
を
ふ
や
し
皐
め
に
非
行

の
芽
を
つ
み
と
る
、
街
頭
碕
噂
u
h
y
年

指
導
員
の
総
統
参
加
を
求
串
る
、
と
の

決
定
い
を
行
な
い
ま
し
た
。
十
二
月
街
頭

禰
漕
の
結
果
は
次
の
と
お
P
。

内
務
少
年
線
凶
昨
年
十
一
一
一
月
を
鐙
の

バ
ト
ロ
ー
ル
強
化
月
腿
と
定
培
、
年

末
の
露
で
、
富
青
少
年
の
鼎
寛

.
震
設
・
育
成
・
有
智
環
境
の
簿
佑

な
ど
を
ね
ら
い
と
し
て
街
頭
線
瀞
を

行
な
っ
た
。
今
回
と
く
に
綿
密
少
年

指
導
員
の
協
力
を
得
た
。

十
一
一
一
月
の
補
事
件
数
は
世
間
六
十
八
件

で
、
前
年
閥
間
酬
を
や
や
上
ま
わ
る
。

(4) (第3積郵便物認可〉

市

内

・

九

館

育

所

き
二

ヵ、ザコら

階
両
問
削
加
で
は
小
学
生
二
十
閥
名
ハ
う

ち
友
子
一
名
)
、
中
宇
佐
二
十
五
名

門
}
名
〉
、
高
校
長
八
十
名
ハ
寸
九

名
〉
、
℃
均
一
一
干
名
門
ニ
名
〉
、
そ

の
他
函
名
で
、
中
高
校
生
が
補
導
総

数
の
六
四
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
そ
点
串

た
。
な
か
で
も
、
高
校
往
が
八
十
名

で
と
く
に
多
い
。
女
生
徒
の
山
間
滞
は

小
・
中
・
エ
必
の
各
一

z-一
名
に
対

し
、
高
校
生
は
十
九
名
で
補
導
数
の

大
半
を
占
串
る
e

補
場
者
の
う
ち
小

学
生
と
中
学
生
が
ほ
ぼ
同
数
あ
っ
た

点
ゐ
注
包
さ
れ
る
.

補
場
内
容
で
は
、
①
盛
り
場
は
い
か

い
が
六
十
五
名
門
う
ち
京
子
十
一
一

名
〉
①
喫
煙
四
十
一
一
一
名
、
③
遊
波

舗
の
納
入
旦
一
土
ハ
名
門
一
名
〉
、

@
怠
学
と
怠
業
六
名
ハ
ニ
名
U

な
ど

が
首
位
を
悶
柏
町
品
。
会
般
む
遊
技
場

の
出
ス
担
な
P
記
較
的
極
端
な
も
の

に
減
少
の
鎖
向
が
み
ら
れ
、
安
易
攻

護
担
揚
は
い
か
い
や
際
媛
が
多
く
な

っ
て
い
る
。

も
知
ち
な
さ
ナ
ぎ
る
と
痛
感
し
た
。

子
ど
も
の
健
会
育
成
を
た
ナ
け
る
議

公
閣
に
し
て
も
、
施
設
に
し
て
も
世

な
く
、
対
棟
約
応
、
お
と
な
の
た
め

の
も
の
は
奈
れ
担
つ
く
せ
り
だ
と
感

え
た
。
補
場
は
、
補
導
員
と
い
う
よ

り
子
ど
も
た
ち
の
飽
食
育
成
を
願
う

お
と
な
と
し
て
、
留
で
一
、
い
つ
ど
こ

で
も
行
な
わ
れ
る
A
き
だ
。

平塚之市包装紙・紙袋コンクーノレ

傘関空豆装紙麗京金
園会期等 3月 5日かり .日遣で誕時"1第 1ピル7問
調コシクールへは 2!I27E1までに、'，1;内で現{.
イ道府されているものを、商品を包殺した

テ"にして出品す「ること.

もョ

あなたも
bのにない
である
オリンピックをめざした提化茸富動措

晶なたの協力で大急本成果を晶げた

これからも、性みよいまちをつ〈る

ためにひとりvどりの捷化道徳を結
縄基Lょう。
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次に要望書裏書g

i!?;;j?? 
iiZ35!?? 
説者。主225

;i i関i?
?i i?i iTiigizi;3詰詰??;iii
詩i;ziiZ52;ii;iiiiii!?if
久下塁手E左京三五定樗tEt室五て重な一「 くの〉甥い〉者

j j ! : ! i ; j i i E 1 5 5 5 1 |はii詰i由鵠;詰詰;長鵠j詩j 
jιι;三;旦z勾間5詰民;己出i詰;豆f群守瓦基
E守tま二主主Z♂γ3 苦ドネ ζ雪響霊 どEも語い i什i忽忠喜車霊宮言
まじ主じ芝与に豆智正 室れZ五 I

dd;と輪出馬liii?;j 
jzjjjjiiiE215ii保ii!?i!?

石 、 主主弱。」ばい話。」どさそか'一一一 u 名 λ宅名子

号jjjij内説jiljj詰;;;jjj
;5255i ii;iiii;21:;Ei 
品名isgza2昔話祐子

毒事室主重量管争堅持igzを借 i伊す?
討をii115長官iL文言j:間雪
題E 警￥霊 安吉霞主 会長ぷ聾手話 I ~語義 5

ii i?;iiii軒目一!?EJL

v 

擾
秀
賞

中
一
草
生
米
自
ざ
ん
ほ
か
一
斗
客
一
一
千
軍
進
和
学
闘
で
:
鶴
な
ど
嘉
数
、
丸
山
樹
脂
グ
』
ケ
ツ
九
百
七
十
一
一
白
川
、
大
野
小
学
校
児
髭

百
七
十
円
、
梅
屋
総
務
部
五
千
六
百
崇
欝
小
学
校
児
蜜
合
臓

μ会
一
間
五
ト
一
稽
・
ド
ロ
ッ
プ
六
十
個
・
ク
リ
J

ス
会
六
千
内
、
大
野
中
学
校
生
徒
会
五

七
日
時
十
九
吋
町
民
阿
佐
唱
十
町
北
信
問
問
註
門
灯
油
口
元
む
尉
斗
対
話
戸
時
特
訪
問
問
問
同

町
一
品
一
即
時
馬
町
的
市
町
九
九
日
部
話
均
一
}
一
吋
一
時
官
ト
京
紅
炉
問
問
問
諸
問
ィ
肝
何
十
時
品
目
以
諸
諸
山

富
一
千
円
、
平
綴
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
名
の
婦
人
か
ら
奈
良
淡
一
箔
・
コ
コ
白
雲
氏
衣
類
な
ど
五
十
一
一
点
、
賂
桃
浜
町
中
本
泰
子
害
ん
一
千
円
、
衣

ラ
プ
五
h
円
、
平
窪
耕
窪
田
川
菊
芋
ア
l
aみ
か
ん
か
ん
諮
、
刊
誌
棋
大
八
木
ケ
浜
大
村
・
閉
山
両
氏
衣
類
五
一
一
一
点
類
一
倍
、
護
士
見
小
学
校
六
年
間
続

ざ
ん
、
一
一
千
円
、
平
塚
新
宿
ワ
シ
オ
英
子
ざ
ん
マ
フ
ラ
ー
と
手
袋
崇
韓
国
花
水
公
民
館
掛
入
学
級
衣
類
な
ど
五
六
百
五
十
向
、
平
塚
新
宿
禄
回
由
紀

従
業
員
一
一
，
平
五
百
円
、
八
幡
西
の
頭
小
学
校
一
一
夜
J
4総
有
志
衣
類
学
用
品
十
四
点
・
磁
器
十
九
同
副
千
二
百
円
手
、
今
妓
り
え
さ
ん
)
千
六
百
円
、

ガ
1
1
H
ス
カ

?
P神
議
川
第
十
五
回
一
句
、
開
明
治
大
学
平
壌
駿
台
余
一
一
万
八
絡
調
溜
パ
イ
ノ
ト
〈
棋
〉
み
か
ん
市
内
股
名
の
人
か
ら
米
一
一
袋
奇
襲
子

一

芳

一

千

草

十

円

、

平

塚

専

門

信

円

、

平

裏

書

俣

培

農

ク

リ

ス

語

、

神

田

喜

重

喜

朗

霊

長

。

会
一
一
方
向
、
平
嫁
キ
リ
ス
ト
教
女
子
マ
ス
照
明
暗
掠
伝
十
鶴
、
平
塚
新
宿
港
・
図
画
四
十
七
点
温
寂
類
な
ど
九
十
す
大
島
火
災
へ
:

車
問
年
会
五
千
二
百
五
十
円
、
平
塚
酎
則
合
政
吉
氏
ヒ
ス
ケ
ッ
ト
四
倍
、
愛
位
七
点
・
照
子
市
出
十
五
袋
・
木
製
手
箱
須
賀
右
備
ス
ズ
ざ
ん
五
百
円
、
夕
鶴

田
久
代
ざ
ん
衣
類
一
旬
、
鹿
島
連
五
既
知
人
会
一
千
七
百
円
と
衣
類
高
六
十
一
、
鱗
和
会
ホ
ッ
ケ
開
嘗
七
十
枚
・
ケ
民
母
子
銃
一
間
一
千
一
一
中

Eu十
五

昭和40年 2月15El 

心
か
ら
の
お
礼
に
か
え
て
、
題
祉
事

務
所
へ
寄
せ
ら
れ
た
鱗
志
宇
品
報
告
し
ま

す。菅生
活
に
抽
出
っ
て
い
る
人

h
i
i

黒
部
丘
山
口
平
八
千
六
否
問
円
円
十
五

回
話
)
、
関
函
ペ
イ
ン
ト
U

牒
衣
類

五
籍
、
平
線
新
宿
線
隠
良
氏
図
書

七
十
一
一
向
。

軍
競
来
た
す
け
あ
い
へ
ハ
一
密
綾
福
祉
事

務
務
託
分
，.• 
追
録
)

高
浪
高
校
生
定
会
九
平
二
百
一
一
千
五

円
、
祭
器
小
学
校
周
福
島
職
員
一
潤
四

千
円
、
民
社
党
平
家
支
部
七
千
六
十

七
円
、
平
翠
寓
十
箆
教
会
臼
摺
学
校

五
平
問
、
平
塚
地
区
労
働
組
合
協
議

会
七
万
八
千
四
百
十
二
月
、
平
塚
キ

由
説
均
一
一
吋
一
一
軒
町
時
一
一
歳
未
福
祉
へ
寄
せ
ら
れ
た
大

一部一四一一龍一平一一一一時一一紘一昨日日一一一指一一一一川崎臨時計

盟
主
管
七
十
七
月
、
平
壌
岩
弁
点
、
市
内
壁
の
人
か
ら
類
ま
ら
冷
サ
ー
ビ
ス
袋
高
十
人
分
・
く
じ
曹
エ
リ
ザ
ペ
ス
・
サ
ン
ダ
1
ス
・
ホ
ー

ヰ
詳
刊
一
十
四
時
品
開
問
m
b
M
U問
炉
開
ド
ド
ド
遼
動
へ
組
問
山
一
性
的
内
総
取
叫
右
惇
工
業
空
間
大
一
一
言

語
字
二
百
一
一
千
一
円
、
富
士
見
神
田
中
学
校
生
徒
会
一
一
千
円
e

総
選
も
ち
米
一
一
斗
、
徳
島
喜
イ
苦
海
道
義
へ
・

小
学
校
六
年
一
一
一
組
七
一
白
一
一
十
四
月
、
す
ふ
じ
み
闘
へ

i

シ
ざ
ん
歳
末
慰
問
袋
十
四
名
升
、
横
不
-
一
家
平
塚
“
ユ
場
抑
制
伎
一
間
一
一
手
間

な
で
し
こ
器
随
一
一
千
五
月
、
書
大
野
中
止
去
五
千
円
、
須
賀
署
浜
銀
行
平
塚
支
信
長
ピ
/
ハ
ケ
ッ
ト
四
宵
十
一
一
円
、
城
島
少
年
団
仕
鈴
木
正

婦
人
会
一
万
円
、
江
陽
中
学
校
一
万
寺
も
ち
一
一
椙
柑
相
、
道
和
幼
和
劉
闘
周
防
れ
}
間
一
行
お
一
千
円
、
以
前
世
小
学
校
児
髭
人
民

七
千
九
百
二
十
五
円
、
平
塚
干
藤
英
マ
夕
陽
ケ
丘
母
子
製
へ
:
万
円
、
平
塚
新
楢
山
ノ
井
道
ナ
ざ
ん
間
千
円
、
平
田
弘
新
宿
横
禅
問
・
山
口
問

子
ざ
ん
一
千
九
百
六
十
五
円
、
早
稲
平
塚
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
}
万
円
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
Z

橋
、
片
山
崎
由
一
一
一
千
民
間
千
円
、
須
賀
茂
回
一
失
民
ご
ナ

回
大
学
平
塚
稲
門
会
一
万
円
、
平
壌
桃
浜
町
ひ
ろ
問
屋
閥
会
プ
ラ
モ
デ
ル
円
、
敏
郎
平
塚
教
会
二
千
円
、
平
塚
丹
、
桃
浜
町
川
本
録
動
氏
一
千
内
衣

口
1
p
y
l
h
y一
ブ
ブ
}
万
円
、
大
野
二
十
二
箱
。
学
院
滋
等
学
絞
お
繋
子
・
手
袋
・
千
葉
類
一
句
、
全
日
制
小
学
綬
児
遺
品
ご
γ

も

{令

救
援
や

火
災
./¥".， 

(5) 

m
u

善

意
円
、
平
昭
和
穏
四
千
六
百
五
十
円
、

平
塚
新
宿
杉
山
久
美
子
ざ
ん
六
百
円

第
一
四
之
宮
内
川
〕
千
六
百
二
十
七
内

政
京
港
力
神
奈
支
寝
相
模
現
業
所
一
九

手
一
一
一
百
円
衣
類
一
一
十
一
一
定
、
日
本
ク

ラ
ウ
ン
女
子
針
、
姥
ケ
浜
山
人
会
問
間

半
円
衣
類
多
数
、
マ
ロ
一
主
従
業
釘

]
間
五
千
三
一
百
一
一
千
万
川
円
、
月
山
削
山
町

非
上
黙
戸
ざ
ん
一
一
一
千
円
、
市
内
武
井

氏
一
千
円
閉
山
お
五
十
問
、
平
塚
新
宿

戸
飴
求
氏
二
千
円
、
平
塚
新
宿
半

谷
}
彦
氏
百
円
、
梅
雨
血
勤
務
的
名
の

婦
人
か
ら
六
百
円
、
須
賀
詠
歌
鱗
議

議
寄
支
部
五
千
円
、
昭
和
製
糸
大
磯

靴
下
工
場
一
一
平
五
百
二
十
一
一
向
、
金

田
小
学
続
の
男
生
徒
百
二
十
八
名
か

ら
十
一
平
田
百
五
十
円
、
富
士
見
小
学

校
六
年
一
一
一
一
組
一
千
四
百
六
十
七
名
、

平
塚
学
隠
高
校
二
年
一
一
組
二
千
十
二

円
、
高
浜
町
開
校
生
能
会
〕
万
間
千
四

百
五
十
円
、
井
上
印
刷
互
助
会
て
手

四
百
九
十
円
、
湖
南
ト
ヨ
ベ
ッ
ト
平

塚
ダ
イ
ハ
ツ
交
友
会
一
一
一
千
七
百
一
一
千

円
、
大
野
中
学
的
世
二
年
四
組
岩
田
ざ

ん
ほ
か
一
名
五
百
円
、
花
水
小
学
校

四
年
一
一
額
八
百
円
、
荒
井
自
動
車
学

佼
花
水
佼
一
千
五
百
十
四
円
、
な
で

し
ζ
幼
符
額
四
百
二
十
r
以
内
衣
類
七

寸
一
点
、
平
塚
新
宿
坂
東
鶴
右
衛
門

氏
衣
類
一
一
包
毛
市
内
閣
位
名
の
婦
人

か
ら
衣
類
一
包
、
前
名
の
人
か
ら

衣
類
一
箱
、
馬
入
践
井
努
蹴
氏
衣
類

二
也
、
須
賀
川
部
男
氏
衣
類
ご
也
、

泥
水
小
学
校
牧
倒
壊
子
宮
九
ほ
か
一
ニ

名
衣
類
」
箱
真
之
大
久
保
駒
栄
民
衣

類
一
箱
四
之
宮
高
潔
癒
男
民
学
用
品

一
潟
、
田
村
梨
島
由
世
代
の
ざ
ん
衣
類

}箱、
l
w
f
探
諸
問
侶
内
藤
栄
子
ざ
ん
衣

惣
一
一
京
、
平
塚
関
条
伊
藤
氏
衣
類
二

箱
、
市
役
所
駅
間
回
一
部
氏
オ
ー
バ
ー
同
開

封
、
中
壁
内
海
明
良
氏
衣
類
一
籍
、

花
水
小
六
年
斗
井
英
代
子
あ
ん
ほ
か

二
名
学
mm品
か
ん
詩
な
ど
二
相
、
桃

浜
町
中
本
恭
子
ざ
ん
衣
類
一
倍
、
平

塚
新
宿
寺
沢
タ
イ
ざ
ん
衣
類
}
籍
、

八
格
奥
山
先
雄
氏
衣
類
一
包
。

・
先
月
号
掲
成
分
の
う
ち

叫
川
市
川
平
語
露
関
組
合
は

質
露
共
同
組
合
の
あ
や
ま
り
。

午後 l時40分間演

平塚市民セッターホール

郷湾会7~悶線アナウ Yサ由 J

/この大会で俊勝した各部 1伎
の人{立、 3月21臼日比谷公会堂で行なわれ畠
会tEJ優勝大会に出場する。
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し、

民生部衛生課は、最近、犬の放し飼いや、ナて犬がめだって多くなった、として犬を飼う家庭lこ

警告を発しました。神奈川県平塚保儀所とmの衛生課では、定期約に草野犬捕獲を行君主い、今年度
はナでに 266舗の浮浪犬をとらえていますが、捕獲数は年々ふえる一方だと君主げいています。

市内の登録犬の頭数は5年前から上昇35年度2406獄、 36年度2580綴、 37年度2514a語、 38年度3163
頭、 39年度3110議、今年度は12月までの数字で、あと 3月までの簡に 100頭程度の鷲録があると
してほほ前年度主みの登録数となるとみられます。 5年踏に 750霊園以上の増加を示ナ数字です。

7J) 

/Dl 
O 
ーに力う
=っしろ
。いてつ
かて ぼく
O のした
一巡 い有
三絡 」み
ニ-5t; とか
のは 訴け
平、 えた
塚二てらf*ニニ レ、 Jifi

陀
所
へ
。

ゴ反間二郎民

参
加
資
格

様
式
改
正
@
一
一
一
月
二
十
認
ま
で

な
お
、

調
部
間
関
ト

立
組
本
ハ
{
締

本
只
拙
収
ト

{
疋
ム
口
別

問
田
知
杭
J
U

麻車中嘩は悲静である。麻韓取締りの抽出に
よ q て睡眠車遊びが増加している。町
ぴは府車楠流行町原田となるものだ.
老寄手足しえ盆宏文しよう e

一寸

i
d
二
月
十
六
日
、
物
谷
和
維
・
内
②
崇
醤
小
学
校
棋

門

品

名

の

女

性

も

で

し

藤

敬

一

里

塚

喜

査

委

員

は

る

旧

校

舎

は

、

防

一
、
市
立
学
校
十
絞
り
一
一
一
十
八
年
度
事
務
ナ
る
必
授
が
あ
る
。

あ

せ

流

す

一

お

よ

び

霊

量

葉

県

常

公

表

し

ま

一
し
た
。
滋
・
箆
士
見
・
花
一
l
i
l
-
-

平
替
協
八
楠
山
を
下
刈
り
一
水
・
奴
替
s

松
鼠
各
小
学
一

平
塚
市
青
年
一
翼
絡
協
議
会
参
加
五
・
太
洋
・
喜
・
春
日
一

i
一
野
・
江
川
附
各
中
学
校
・
商

Y」

八
団
体
二
円
八
十
六
名
・
m
出
場
長
早
日
一i
一
業
高
等
学
佼
を
対
象
と
し

E

淀

弘

治

〉

は

、

一

一

凡

十

日

間

役

所

所

一

わ

ハ

吋

一

た

も

の

で

す

・

の
割
有
地
、
八
駒
山
の
一
角
)
万
一
千
一
門
祭
賞
の
結
果
M
m
w宇

一

一

八
買
十
平
方
自
主
刈

2
2一
露
設
の
維
持
1

補

修

…

統

い
茂
る
に
ま
か
せ
一
し
い
た
綴
を
済
制
し
一
に
つ
い
一
ん
は
、
教
問
委
一

ηJ

ま

し

た

。

一

員

会

事

務

問

に

技

露

一

か

℃
の
行
動
は
、
向
協
餓
(
岡
市
町
@
グ
ル
一
口
二
名
が
日
即
応
さ
れ
た
一
川
地

一
が
、
な
お
工
事
の
怒
山
引
仔
パ

1
プ

活

動

世

一

通

じ

て

、

よ

り

良

い

人

間

一

イ

チ

ド

一

平

京

消

手

の

も

の

が

は

交

関

係

と

自

己

形

成

に

つ

と

め

よ

う

。

②

一

お

む

地
域
去
に

μ献
で
き
る
よ
う
喜
年
一
認

q
h
r川
刊

学

組
織
に
発
展
さ
せ
よ
う
、
と
い
う
今
町
一
一
の
補
修
の
み
を
判
当
さ
一

度
の
活
動
万
針
か
ら
山
山
た
も
の
。
こ
の
一
一
せ
て
い
る
こ
と
も
一
つ

日
の
章
者
は
六
十
一
名
、
う
ち
十
二
一
富
山
と
考
え
ら
れ
る
ほ
か
切
々
の

名
の
女
性
も
ま
じ
っ
て
あ
せ
九
忍
耐
し
て
一
唆
闘
が
考
え
る
る
。
配
杭
路
口
と
そ

い
ま
し
た
。
門
写
真
は
市
役
所
前
の
八
一
の
命
棋
が
効
串
的
に
行
な
わ
れ
る
よ

憾
山
で
下
草
刈
哲
を
す
る
膏
年
た
ち
い
山
一
う
関
根
ナ
パ
き
だ
。

恥1

J し

務ぷ坦l.①小't'l.(観察
の結果を限表化すること)

②中学生(既存統計か鋭

然的結*を凶表j~ずるこ

Gi高校サ以 iゴ自ll!)
絞(下11幻)

瀦応募・ 5H 20'1までに
市役所総務部庶務課か神

奈叶~~~統計調1f.諜へ E

くわし〈は市役所統計係
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出
国
立
心
も
謎
わ
れ
、
こ
こ
で
ア
メ
リ
J

ヵ

l
i
j
民

間

出

会

校

館

館

分

e

務

総
人
の
務
総
が
的
措
る
か
も
し
れ
な
い
側
関
似
合
公
公
宮
'
学
民
何
回
初
盟
会

開

印

刷

日

間

同

之

小

公

会

時

金

5

(

一

一

一

)

校

受

的

で

あ

る

問

山

間

金

城

間

沢

閉

山

間

M

1

し
の
・

問

問

山

佼

館

悶

古

口

申

松

後

だ

問

問

で

ア
メ
ηJカ

で

一

関

物

す

る

と

、

日

本

の

様

州

側

山

削

学

問

出

館

館

午

た

ぢ

ま

に
美
し
い
包
装
は
し
て
く
れ
ず
、
茶
色
間
関
附
館
小
館
公
館
民
館
館
湾
、
、
.
時

山
総
出
州
国
民
間
惜
民
鱒
民
館
公
開
山
間
出
体
も
で
椅

3

の
紙
袋
に
ポ
ン
と
入
れ
る
だ
け
で
、
物
問
問
附
公
土
公
開
会
民
見
公
公
台
と
ま
締
ら

釣
出
閣
の
サ
ー
ビ
ス
は
な
い
が
、
親
切
丁
制
州
側
関
白
村
館
公
士
水
策
的
場
時
・
か

し
か
し
霊
の
ア
メ
リ
カ
に
鉱
ド
一
雪
の
書
立
て
、
掃
除
、
初
章
一
想
定
心
の
サ

1
3震
を

よ

り

禁

制

金

館

設

館

国

民

旭

窟

花

須

見

掛

制

制

閥

系

、

ス

ベ

イ

語

、

号

、

額

一

食

事

長

会

会

出

来

な

い

亡

く

し

て

く

れ

る

、

バ

ー

ゲ

ン

セ

ー

ル

期

日

間

問

問

問

。

?

午

・

後

々
き
議
選
ん
で
い
ま
す
が
、
互
に
論
議
合
平
撃
に

E互
に

雪

婦

人

ご

を

か

曹

分

け

て

も

糊

川

団

山

川

州

四

川

欄

的

盟

併

宗
教
に
告
こ
れ
ら
史
々
の
心
は
統
一
沢
山
警
堂
内
貿
易
人
に
な
る
一
と
い
う
一
事
は
し
な
い
、
入
る
余
地
が
舗

4

騒

}
さ
れ
て
い
る
。
個
人
喜
一
白
ア
メ
H
一
様
、
心
掛
け
て
い
る
。
こ
の
様
に
繋
ヰ
な
け
れ
ば
端
で
待
ち
、
と
フ
や
ら
入
れ
服
側

j
i
-
-
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
-

カ
と
は
い
え
自
己
主
義
者
が
多
い
か
と
一
に
冊
子
時
間
宇
作
り
出
せ
る
の
は
、
闘
と
そ
う
な
ら
「
ど
め
ん
な
ぎ
と
と
い
っ
削
制
疫
民
館

忠
義
、
そ
う
で
あ
り
ま
者
軍
人
芸
違
憲
草
学
習
す
る
一
て
仲
間
に
入
る

e
Z
Z事
で

鵬

岬

間

銀

5
5
3
Z
Z一
毒

薬

っ

て

い

る

章

、

合

理

約

ま

っ

て

も

失

礼

に

当

る

時

は

ナ

ぐ

に

わ

鵬

一

問

中

嶋

と
れ
が
い
ろ
い
4
0
の
裂
で
一
現
れ
て
い
る
一
考
え
方
の
ア
メ
リ
カ
は
、
こ
れ
が
忽
田
示
、
後
々
ま
で
も
い
や
議
り
は
警
細
川
山
幸
盟
主
百
館
空
場

訪
問
偏
見
山
持
続
的
訪
れ
料
品
一
計
諮
問
呉
川
濯
時
四
時
一
一

放
出
実
の
郵
寝
間
に
行
っ
て
も
同
じ
事
一
も
自
動
的
で
苧
の
か
か
ら
な
い
の
に
俊
一

H

H

u

b
必
V
内

総

士

水

資

ヨ

iや他
i子
i
l
-
-
一
主
主
訪
問
麟

i
i

と

そ

の

さ

ブ

プ

旗

を

必

ら

ず

掲

げ

良

哲

一

担

、

媛

い

お

湯

は

使

え

、

お

風

呂

沸

し

一

日

目

立

g

B

日

目

白

一

ウ

ブ

ッ

シ

ュ

に

は

開

閉

口

し

ま

す

。

ア

メ

リ

J
m
m附
札

弘

司

4

5

7

8

9

市
民
に
な
る
事
を
惑
っ
て
か
ら
虫
は
始
一
の
一
一
面
も
い
ら
ず
、
家
事
に
品
開
平
さ
れ
一
¥
臼

1

叫
は
摂
ヤ

一

一

カ

の

雑

誌

が

g本
綾
紹
介
ナ
る
時
、
審
判
制
浄
ぬ
械

ν
み
を

g

p

F

g

言

。

一

る

時

間

が

少

な

く

な

っ

て

曹

て

い

る

為

一

士

山

と

措

置

毒

事

務

で

、

会

ラ

ツ

問

ui

円
一
〉
ア
メ
H
カ

の

婦

人

一

…

H
H
Z
j

り

f
l
i
l
i
-
-
-

一
だ
と
忽
5
。

一

シ

ユ

の

写

真

が

弗

常

に

多

く

載

っ

て

い

山

間

一

喜

轟

私

撞

間

闘

機

醐

回

一

円

青

少

年

討

議

開

で

の

反

省

一

一

持

井

一

一

副

館

館

抽

出

一

小

さ

い

と

ろ

か

ら

行

動

は

男

の

子

と

一

る

。

閉

山

ヤ

i

デ

民

民

民

会
に
ア
メ
D
カ

の

婦

人

は

護

の

ポ

ス

一

変

り

な

く

、

の

び

の

び

と

少

女

時

代

を

一

つ

一

口

合

悪

事

え

方

揺

れ

ム

ヨ

っ

泌

冶

必

だ

と

い

量

器

官

。

一

送

っ

て

い

る

。

Eと
て
す
ま
さ
一
自
需
車
露

2へ
山

へ

と

休

暇

師

一

ゴ

フ

腕

剖

棚

砲
に
婦
人
は
家
事
を
す
る
も
の
と
一
ず
、
〕
人
支
部
と
し
て
扱
う
の
で
、
…
を
楽
し
み
、
叉
警
な
食
事
か
ら
見
で
鵬
ヨ
毒
揚

ま

主

、

そ

議

孝

一

五

一

7

:

j

1

:

μ

浪

費

景

品

っ

て

い

た

職

議

ジ

話

器

謹

製
し
て
い
る
。

5

3

2
一

…

拶

て

号

事

…

が

、

白

書

露

軍

部

》

2
公

小

公

公

事

で

も

な

い

か

晋

り

型

車

、

一

一

排

つ

江

麟

野

…

パ

ス

の

発

達

じ

て

表

ア

間

ら

と

読

ユ

詰

附

日

韓

婦

人

案

分

け

る

事

は

む

ず

か

一

カ

ら

帰

久

藤

新

メ

D
カ

高

牛

活

必

需

品

組

事

雪

巡

じ
い
。
一
義
人
は
仰
を
て
日
夜
送
一
ワ
か

J
J
騒

い

れ

り

で

あ

君

、

家

族

ぐ

ま

で

掛

か

岩

間

組

問

加

阻

ま

、

季

限

で

あ

ろ

う

と

慮

っ

て

た

一

メ

旅

;

議

鰐

一

山

楽

し

む

休

椴

か

ら

は

、

明

糊

ヌ

ぜ

ご

合

私

は

雪

て

一

婦

人

の

仕

事

寄

り

章

一

…

ア

の

れ

ddFeる
い

健

全

暴

露

が

ま

臨

す

す

す

j

{

3

箆
震
を
締
り
ま
し
た
。
ど
の
婦
人
生

γ
z
g
l
o
z
e
z
z
j
i
-
-
j
i
i
i
J
2
3合
理

的

州

側

主

主

在

J
つJ
!
i

1
1
1

耳

E

な

考

え

方

手

。

あ

る

パ

!

?

の

タ

臨

時

静

罫

躍

動

夜

中
刀
、
知
人
か
ら
「
お
腹
が
ず
い
て
ま
ナ
側
附
輔
自
書

l

公

之

学

ね
討

H

4

1

i

i

自

制

沼

小

企
と
儲
か
れ
、
宮
、
今
夜
は
パ

i
m
m
!
?

城

沼

沢

テ
ー
だ
し
、
と
思
し
い
軽
く
辞
退
し
た
e

制

問

仁

科

イ

吉

鰭

討

H
U

害
車
罫
y

'

佼

館

館

館

民

併
の
ご
と
く
日
本
の
ス
ラ
イ
ド
や
東
京
山
間
附
歩

i

学

民

民

民

館

公

五

輪

一

首

一

闘

を

披

露

し

た

後

食

事

と

な

っ

州

側

ヘ

会

官

襲

小

公

公

公

民

男

H
刊
H

F

g

L
「
i

沢
田
拙
阿
付
館
公
土

た

。

ど

う

で

し

ょ

う

、

ジ

ユ

ウ

ス

に

ピ

出

制

バ

土

慰

問

団

民

組

寓

i
ナ
ツ
だ
け
で
し
た
。
そ
の
夜
私
は
改
一
符
叫
主

七

日

目

白

め
て
パ
1
テ
ー
の
怒
腺
を
同
期
ら
べ
る
と
蜘
践

m

m

お

A

窓
口
と
い
う
怠
時
さ
え
あ
っ
た
。
家
族

ψ
払

p

，
P

ぐ
る
み
の
パ
!
?
;
で
あ
れ
ば
決
し
工
和
む

i
i
l
i
-
-
i
l
l
i
l
i
-
-
t

ア
ル
コ
ー
ル
は
山
間
前
せ
ず
一
飲
み
た
い
時
軒
以
と
ナ
だ
円
と
な
防
春
〈

は
、
知
人
も
浦
和
れ
だ
っ
て
パ
ー
に
行
曹
関
知
情
ぜ
げ
山
口
汗
シ
抑
叶
清

続

的

を

ナ

争

語

に

は

で

な

か

っ

守

出

船

吋

h

M

M

m

4

A

は

た
。
舟
ア
メ
リ
一
カ
て
古
、
六
人
の
干
狩
州
側
百
行
お
な
昨
生
受
〉
日
で

γ

制

限

、

を

へ

れ

切

に

を

寝

1
子
宛

ち
は
普
通
、
私
の
行
っ
た
一
地
方
で
、
十
山
川
聞
で
開
閉
場
忠
和
で

mm
必

月

た

を

人
に
な
る
と
ち
ょ
っ
と
持
し
く
、
十
回
開
山
程
援
会
お
閉
ま
妓
が

5
れ

間

人
人
は
民
尚
だ
っ
た
。
平
均
品
川
町
作
品
引
制
附
川
羽
川
詑
期
間
川
淵
押
主
将

は
m
M女
共
一
一
十
才
で
、
結
山
知
凶
器
削
掛
か
側
州
開
引

μ
判

開

別

配

蹴

酬

が

猷

ら
離
れ
る
岡
市
が
、
た
て
的
で
す
。
問
問
山
、
ヤ
も
子
・
閉
山
由
民

3
閉
ま

3

む
い
箆
押
は
ほ
と
ん
ど
喜
ロ
か
ら
川
仰
は

D
を

母

児

年

}

(

初

日

照

規
一
ア
施
。
象
訂
後
子

川
号
、
働
い
て
は
一
つ
づ
っ
家
塁
側
鮒
生
ブ
当
い
対
~
生
い
鈴
月

間H
を
揃
え
て
ゆ
く
の
で
ナ
e

ハ終
U

l

i

儒

ジ

該

ざ

磁
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平塚 1札167(11 4，635) 

新宿 16，524Cグ 3，970)
馬入 4，492Cグ 1，043)

須賀 16，274C11 3，978) 

松成田J 1，504(グ 435) 

袖ケ浜 1，741(11 469) 

桃浜町 2，295Cグ 626) 

寵域ケ丘 1 ，422( " 384) 

議書官丘 2，227(" 554) 

重平 2，033C" 491) 

花水台 2，769C11 667) 

虹ケ浜 1，839Cグ 477) 

撫子原 285C" 習の
f葺ケ原 65C" 22) 

しコ

あなたの知る純型車に、よ
い行ないをした脅少年
(20才まで)がいたら、氏
名・年令・住所・学校ま
たは勤務先・推薦理由を
お知らせください。推薦
者の住所氏名も明記のこ
と。日限を問いませんo
広く市民の推薦をおまち
Lます。

る

〈民生部青少年)
課内(22)17∞
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